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私は植物の二次代謝産物がどのように作られるのかをテーマに研究しています。その中で

ここではコーヒーやお茶に含まれることで有名なカフェインについて取り上げてみたいと

思います。カフェインの元となる化合物はキサントシンと言います。これはＤＮＡやＲＮ

Ａに含まれることで知られているアデノシン、グアノシンと類似した核酸の一種です。こ

れらは窒素を含む複素環であるキサンチン骨格から成ります。このキサンチンの１位、３

位、および７位の窒素にメチル基が付加した化合物がカフェインです。このメチル化反応

を司る酵素がカフェインシンターゼで、メチル基供与体として S−アデノシルメチオニン

（SAM）という化合物が関与します。SAM は生体

内のメチル化反応における「メチル基の通貨」とも

言える化合物で、多くのメチルトランスフェラーゼ

が利用している化合物です。これら酵素の基質特異

性などのカイネティックス解析をする上で我々は、

SAM のメチル基が放射性の 14C に置換された

14C-Methyl-SAM を使い、研究を行っています。メ

チル基の転移を放射活性で追うことができ、検出も

非常に簡便で本研究では不可欠なスキルです。反応

の概略を図１に、14C-Methyl-SAM を用いた活性測

定の一例を図２に示します。 

以上のような研究手法を用いることで、カフェイン

生合成の仕組みを明らかにすることができました(1)。 
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（図１ 活性測定の原理） 

（図２ TLC を用いた活性測定 それぞれ

の酵素の基質特異性の違いにより、パラキ

サンチン（pX）、テオブロミン（Tb）から

カフェインが、7-メチルキサンチン（7mX）

からテオブロミン、カフェインが生成され

ている） 


